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ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り
〈
35
号　

平
成
26
年
８
月
１
日
発
行
〉

一般質問一般質問
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〈
一
般
質
問
記
事
の
掲
載
は
、
通
告
順
で
す
。〉

　
　

協
働
推
進
部
協
働
推
進
課
を
設
置
し
た

目
的
は
。

　
　

市
民
と
市
役
所
担
当
部
署
間
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
と
マ
ッ
チ
ン
グ
を
推
進
す
る
組

織
的
牽
引
役
と
し
て
設
置
し
た
。

　
　

市
民
協
働
提
案
制
度
で
新
た
に
事
業
提

案
を
募
集
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
行
政
の
ス

リ
ム
化
や
経
費
削
減
と
い
う
点
で
逆
行
す
る

の
で
は
な
い
か
。

　
　

既
存
事
業
の
見
直
し
も
検
討
す
る
。

　
　

市
民
協
働
の
成
功
の
カ
ギ
は
市
職
員
の

意
識
や
姿
勢
が
重
要
だ
と
思
う
が
、
職
員
の

市
民
と
し
て
の
協
働
参
加
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

協
働
事
業
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
る
。

　
　

協
働
の
具
体
的
な
施
策
と
し
て
空
き
家

対
策
は
ど
う
か
。

　
　

９
月
か
ら
自
治
会
に
依
頼
し
調
査
を
開

始
し
て
い
る
。

雪
害
に
対
す
る
総
括
に
つ
い
て

　
　

一
般
住
宅
等
へ
の
被
害
は
把
握
し
て
な

い
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
理
由
は
。

　
　

情
報
収
集
の
た
め
の
体
制
が
整
わ
な

か
っ
た
。
ま
た
住
宅
施
設
関
連
の
公
的
支
援

が
な
か
っ
た
た
め
調
査
を
行
わ
な
か
っ
た
。

　
　

今
回
の
経
験
を
ど
う
活
か
す
の
か
。

　
　

雪
害
に
対
す
る
災
害
対
策
初
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
整
備
し
、
情
報
収
集
の
目
的
も
兼
ね

自
主
防
災
組
織
の
組
織
率
向
上
を
目
指
す
。

　
　

被
災
者
へ
の
支
援
と
い
う
観
点
か
ら
す

る
と
不
公
平
だ
と
い
う
意
見
が
か
な
り
あ
る
。

支
援
の
あ
り
方
を
検
証
す
る
上
で
も
、
被
害

状
況
の
把
握
は
必
要
不
可
欠
。
効
率
的
な
支

援
の
あ
り
方
を
含
め
市
で
も
検
証
し
、
国
に

意
見
と
し
て
上
げ
て
い
く
必
要
は
。

　
　

今
回
の
経
験
を
教
訓
に
、
機
会
を
捉
え

て
、
国
や
県
に
意
見
と
し
て
上
げ
て
い
く
。

問答問答問答問答問答

問答問答

Ｑ
Ａ

協
働
の
具
体
的
な
施
策
と
し
て
空
き
家
対
策
は
ど
う
か

９
月
か
ら
調
査
を
開
始
し
て
い
る

村む
ら

川か
わ　

徳の
り

浩ひ
ろ

　
　

世
界
的
異
常
気
象
に
よ
り
自
然
災
害
が

多
発
。
ま
ず
現
状
把
握
、
そ
の
上
心
掛
け

る
こ
と
が
第
一
。
本
庁
舎
他
２
９
７
施
設

で
の
平
成
24
年
度
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

１
万
８
３
６
５
・
２
ト
ン
／
年
。
削
減
目
標

３
％
。
今
後
の
対
応
は
。

　
　

施
設
の
建
て
替
え
と
省
エ
ネ
で
努
力
。

　
　

指
定
管
理
者
委
託
施
設
へ
の
太
陽
光
発

電
の
設
置
は
。

　
　

建
物
の
状
況
調
査
の
う
え
検
討
す
る
。

　
　

少
人
数
で
の
テ
レ
ビ
・
冷
暖
房
使
用
が

増
加
し
て
い
る
。
公
共
施
設
の
開
放
が
各
年

代
交
流
や
省
エ
ネ
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
。

　
　

市
内
22
か
所
、
本
庁
舎
・
支
所
・
公
民

館
他
ク
ー
ル
オ
ア
シ
ス
を
設
置
。
利
用
望
む
。

　
　

太
陽
光
発
電
設
置
補
助
件
数
、
平
成
25

年
度
３
０
０
件
、
今
後
増
や
す
考
え
は
。

　
　

来
年
度
予
算
に
向
け
、
財
政
状
況
等
検

討
の
う
え
考
え
て
い
く
。

ふ
っ
カ
ー
ゴ
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
役
目
は

　
　

活
動
状
況
と
費
用
対
効
果
は
。

　
　

ふ
っ
カ
ー
ゴ
は
ペ
イ
ン
ト
代
を
含
め
約

１
千
万
円
。
一
日
使
用
料
５
千
円
。
平
成
25

年
８
月
か
ら
32
回
稼
働
。
内
12
回
は
農
商
工

団
体
、
道
の
駅
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
貸
す
。
他

は
県
内
、
都
内
で
高
速
道
路
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
マ
ン
シ
ョ

ン
等
で
時
期
の
農
産
物
・
花
等
販
売
Ｐ
Ｒ
。

広
告
宣
伝
車
と
し
て
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

く
る
り
ん
停
留
所
の
対
応
は

　
　

雪
害
に
よ
る
屋
根
撤
去
、
今
後
は
。

　
　

平
成
27
年
度
よ
り
新
運
行
開
始
。
本
庁

舎
と
深
谷
駅
に
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
設
置
。
各

停
留
所
も
民
間
の
力
と
連
携
し
、
コ
ン
ビ
ニ
、

病
院
前
等
に
設
置
の
方
向
で
改
善
し
て
い
く
。

問答問答問答問答問答

問答

Ｑ
Ａ

深
谷
市
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
と
取
り
組
み
は

市
関
係
年
９
０
５
ト
ン
。
太
陽
光
設
置
補
助
分
２
５
４
０
ト
ン
削
減

加か

藤と
う　

温あ
つ

子こ

15

〈
議
会
あ
れ
こ
れ
「
議
員
も
熱
が
入
り
ま
す
！
」・
・
・
９
月
議
会
の
一
般
質
問
は
３
日
間
。
延
べ
51
人
の
方
が
傍
聴
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。〉

　
　

尾
高
惇
忠
生
家
前
を
と
お
り
、「
中な

か

のん

家ち

」
方
面
へ
向
か
う
主
要
道
路
の
整
備
は
。

　
　

歩
車
分
離
の
明
確
化
（
カ
ラ
ー
舗
装

等
）
関
係
部
署
と
調
整
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

　
　

整
備
活
用
計
画
は
地
元
の
協
力
が
不
可

欠
で
あ
り
、
地
域
の
方
々
も
こ
の
計
画
に
大

い
に
期
待
し
て
い
る
。
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
と
今
後
の
予
算
は
。

　
　

住
民
と
の
協
働
に
よ
り
行
事
や
イ
ベ
ン

ト
等
を
開
催
し
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た

い
。
事
業
費
は
計
画
策
定
段
階
で
、
実
施
に

つ
い
て
は
課
題
を
研
究
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
。

　
　

新
た
な
資
料
館
を
建
設
す
る
予
定
は
。

　
　

渋
沢
栄
一
記
念
館
展
示
資
料
の
充
実
と

管
理
体
制
の
充
実
を
計
画
し
て
お
り
、
新
た

な
資
料
館
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
財

政
状
況
を
考
え
る
と
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

北
部
地
域
の
洪
水
対
策
は

　
　

豊
里
・
八
基
地
区
の
避
難
所
は
小
山
川

を
越
え
な
け
れ
ば
避
難
で
き
な
い
た
め
、
増

水
時
に
は
危
険
で
は
な
い
の
か
。

　
　

豪
雨
の
際
は
冠
水
す
る
地
域
で
あ
り
、

比
較
的
標
高
の
高
い
地
域
の
避
難
所
を
提
案

し
た
。
避
難
所
が
遠
い
な
ど
の
意
見
も
あ
る

が
、
よ
り
安
全
な
避
難
を
お
願
い
し
た
こ
と

か
ら
、
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

水
害
時
に
お
け
る
自
主
防
災
組
織
の
役

割
は
。

　
　

被
害
情
報
の
収
集
、
報
告
、
避
難
誘
導
、

食
料
の
調
達
な
ど
を
行
う
。

問答問答問答問答

問答

Ｑ
Ａ

論
語
の
里
整
備
活
用
計
画
の
具
体
的
内
容
は

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
研
究
し
対
応
し
て
い
く

武た
け

井い　

伸し
ん

一い
ち

　
　

本
市
が
保
有
す
る
公
共
施
設
の
何
割
が

築
30
年
を
経
過
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
建

て
替
え
の
時
期
は
。

　
　

平
成
25
年
４
月
現
在
で
１
８
３
施
設
を

保
有
し
て
お
り
、
う
ち
建
築
後
30
年
以
上
を

経
過
し
た
建
物
は
、
全
体
の
46
％
を
占
め
て

い
る
。
ま
た
、
建
て
替
え
時
期
に
つ
い
て
は
、

耐
用
年
数
を
60
年
と
す
る
と
、
平
成
30
年
代

後
半
か
ら
50
年
代
後
半
に
か
け
て
、
ピ
ー
ク

を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

　
　

今
後
40
年
で
か
か
る
更
新
費
用
は
。

　
　

総
額
で
約
１
４
５
０
億
円
。
試
算
期
間

に
お
け
る
平
均
費
用
は
、
年
間
36
億
４
千
万

円
と
な
り
、
現
状
の
約
１
・
３
倍
の
費
用
が

か
か
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

公
共
施
設
の
問
題
、
今
後
の
取
り
組
み

　
　

公
共
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
は
。

　
　

市
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
平
成
24
年

度
に
「
深
谷
市
公
共
施
設
適
正
配
置
基
本
方

針
」
を
策
定
し
、
今
後
の
公
共
施
設
の
在
り

方
に
関
す
る
基
本
的
な
市
の
考
え
を
示
し
て

い
る
。
ま
た
、
市
が
保
有
す
る
公
共
施
設
の

現
状
や
課
題
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
公
共

施
設
の
老
朽
化
問
題
に
つ
い
て
、
市
民
に
周

知
し
、
検
討
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、

本
年
３
月
に
「
深
谷
市
公
共
施
設
白
書
」
を

作
成
し
た
。
今
後
は
、
人
口
減
少
に
伴
う
利

用
者
の
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ
る
市
民

ニ
ー
ズ
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、
適
正
配
置

基
本
方
針
に
基
づ
き
、
国
か
ら
策
定
要
請
が

あ
っ
た
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
並

び
に
「
適
正
配
置
実
行
計
画
」
を
策
定
し
、

施
設
保
有
量
の
ス
リ
ム
化
と
維
持
管
理
経
費

の
縮
減
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問答問答問答 Ｑ
Ａ

公
共
施
設
の
何
割
が
築
30
年
を
経
過
し
て
い
る
の
か

全
体
の
46
％
を
占
め
て
い
る

為た
め

谷が
や　
　

剛ご
お

公共施設の更新費用推計

主要道路（市道幹 14 号線）
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